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1

高校を卒業後に一度民間企業等に就職し、
その後、退職して、大学や短大、専門学校
（学校教育法上の専修学校に位置付けられ
ているものに限る）等に入学・卒業（修
了）した場合における、８割年数算定の考
え方はどうなるか。

最終学歴以前に民間企業等での社会経験が
あった場合については、その部分について
も算定の対象とする。（在学期間は対象外
となる。）
【記載方法】
1.⑷の最終学歴欄には、高卒後の最終学歴
に当たる学校に関する情報を記載する。
2.備考欄に高校卒業時の情報（学校名、学
部学科、卒業年月日）を記載する。
3.備考欄に最終学歴前の職歴が⑴職務経歴
のどれにあたるかを番号等で記載する。
4.高校卒業から最終学歴の学校に入学する
までの期間を⑷の期間欄に合算した上で、
８割年数を計算する。

職務経歴書中⑷及び
備考欄

2

高校を卒業後に民間企業等に就職し、勤め
ながら通信制の大学や専門学校等に通い、
卒業した場合における最終学歴や８割年数
算定の考え方はどうなるか。

最終学歴は、通信制で卒業した大学等にな
るが、在学期間が民間企業等での勤務と重
複することから、職務経験とみなし、８割
年数の算定対象とする。【記載方法】
1.⑷の最終学歴欄には、高卒後の最終学歴
に当たる学校に関する情報を記載する。な
お、学校名の欄等で通信制である旨を明記
する。
2.備考欄に高校卒業時の情報（学校名、学
部学科、卒業年月日）を記載する。
3.高校卒業から基準日までの期間が算定対
象となることから、高校卒業年月日から基
準日までの期間を計算し、⑷の期間欄に記
載の上、８割年数を計算する。

職務経歴書中⑷及び
備考欄

3

短期大学、大学又は大学院を卒業（修了）
後に、専門学校（学校教育法上の専修学校
に位置付けられているものに限る）に入学
した場合における、最終学歴や８割年数算
定の考え方はどうなるか。

最終学歴は、専門学校と同等の短大卒、も
しくはより上位となる大学・大学院卒とな
る。専門学校に通っていた期間について
は、８割年数の算定から除外する。
【記載方法】
1.⑷の最終学歴欄には、最終学歴に当たる
学校（短大や大学等）に関する情報を記載
する。
2.備考欄に専門学校の情報（学校名、学部
学科、卒業年月日）を記載する。
3.最終学歴卒業から基準日までの期間から
専門学校に通っていた期間を除外した期間
を⑷の期間欄に記載した上で、８割年数を
計算する。

職務経歴書中⑷及び
備考欄

4 ８割年数の具体的な計算方法について

例：大学卒業から基準日までの期間が13年
4か月の場合
13+（4/12）＝13.333333…
13.33333…×0.8＝10.666…
10.666…＝10年（小数点以下切り捨て）
※小数点以下の切り捨ては計算途中では行
わずに最後に行います。

職務経歴書中⑷

社会人経験者採用枠に関するQ＆A集


